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第８部 計画の推進体制と評価

第１章 計画の推進主体と役割

この計画は、医療全般にわたる計画であることから、関係機関がそれぞれの役

割を認識するとともに、適切な施策を講じることにより本計画の推進を図る必要

があります。

Ⅰ 県

県は、市町、医療機関および保険者等の関係機関に本計画を周知するととも

に、それぞれの役割に沿って本計画を円滑に推進するため、関係機関との協

議・調整および支援等を行います。

関係機関との調整を円滑かつ効果的に行うため、市町および医療機関等と協

議し、本計画の推進に当たります。

また、県民が安心して医療を受けられるような医療提供体制の推進について

は、診療報酬制度の果たす役割も大きく、実情を踏まえて、国に要望していき

ます。

Ⅱ 市町

市町は、住民に最も身近な事業実施主体として本計画の内容を十分に把握し、

本計画の趣旨に沿った住民サ－ビスの事業を企画し、着実に実施していくこと

が必要です。

さらに、市町は、住民が安心して質の高い医療が受けられるよう、地域の医

療機関と連携し、医師をはじめとする必要な医療スタッフの確保に努めるなど、

地域医療提供体制を主体的に維持していくことが求められています。

また、地方公共団体は、公立病院改革プランに基づき、地域に必要な医療を

安定的に確保するため、自治体病院が果たすべき役割を改めて明確化するとと

もに、限られた医療資源を有効に活用、適切な医療提供が求められています。

Ⅲ 医療機関

医療機関は、正確な医療機能の明示、医療情報の発信や医療体制の提供など、

本計画記載の医療連携等が円滑に行われるよう協力することが求められます。

Ⅳ 医療関係団体

県医師会、県歯科医師会、県薬剤師会および県看護協会等の医療関係団体は、

本計画の内容を十分把握し、会員への周知に努めるとともに、本計画の趣旨に
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沿った事業等の実施について、県および市町と協力して、その推進に当たるこ

とが求められます。

第２章 計画の進行管理

Ⅰ 進行管理の方法

県は、市町および関係団体等からの情報収集に努めるとともに、医療機関等

への調査を実施します。

また、市町および医療機関等との間の協議会の意見等も踏まえて、本計画に

掲げる事業の進捗状況を把握することにより、進行管理を行います。

Ⅱ 事業の進捗状況の公表

県は、本計画に掲げる事業の進捗状況を医療審議会に報告するとともに、ホ

ームページにおいて広く県民に公表します。

第３章 計画の評価

本計画に掲げる事業の実施状況については、医療審議会において、５疾病、

５事業および在宅医療それぞれに設定した目標等の達成状況により、評価を行

います。

また、５疾病、５事業、在宅医療にかかる専門部会において、計画に記載さ

れている医療機能とそれを担う医療機関等について、また、地域医療連携体制

協議会において、地域の観点で評価を行います。

その結果、本計画の見直しが必要と評価された場合、また、社会経済情勢の

大きな変化に伴い、本計画の抜本的な見直しが必要と判断された場合には、県

は次に掲げる項目を中心に本計画の見直しを行います。

なお、５疾病、５事業、在宅医療の医療提供体制については、毎年度、実情

に応じた修正を行い、県のホームページにおいて広く県民に公表します。

①５疾病、５事業、在宅医療等の医療提供体制

目標、医療機能とそれを担う医療機関

②事業の目標を達成するための推進体制および関係者の役割

③目標の達成に要する期間

④目標を達成するための方策


